

















研究と修復作業を行った。2004 年 6 月には国際共同プロジェクトの合意書が調印され、






























































	 ＊ 復元した原作画面とサイズ：「十字架の発見と検証」（右側壁 ４段目）  



















































































































































































2）画面全体的に、シノピアの上に黄土による下塗りが 1 層 
















































































































































































































ールを蒸留する際に出る残留物のピッチを混合した cera nera という盛り上げ剤によ
って作られるものである。形状はほとんどのものが直径 3 ミリ、5 ミリ、10 ミリの丸
い粒状のものであり、かつては円光と同様に金箔が貼られてあった。しかし、現在で








































































大理石に植物性のワックスを塗り、その上に熱で溶かした cera nera を筆で盛り上げる
方法を試してみた。すると、かなりオリジナルに近い形状のものができた。おそらく
これをピッチで壁面に貼ったのではないかと考えられる。大理石に雌型をつくりそこ
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 本技法は、聖人や貴族たちの衣装に煌びやかに装飾された錦糸模様などの金彩表現
に使われたものである。技法の工程は、フレスコでの描写が終わって壁面が乾燥した
後、①モルデンテという赤褐色の土製顔料（ボーロ）を混入した接着剤の役割をする
リンシードオイル（以後、モルデンテ）で錦糸模様を描く、②半乾きになったところ
に金箔を置く、③完全にモルデンテが乾いたら余分な金箔を払いとる、以上である。 
	 このように工程を書き出してみると極簡単に思われようが、しかし、この技法にも
多くの難題が潜んでいたのである。まず、先の２技法と同様に垂直の壁面であること
でモルデンテがたれてしまう。粘性を高めるとオリジナルに存在する精緻な筆触が出
せなくなる。希釈するにも、当時はモルデンテ、つまりリンシードオイルの溶剤が存
在しなかった。この条件の中、何度実験を繰り返してもオリジナルの筆触には近づく
ことができなかった。また、
金箔を貼る場合でも垂直の壁
面では非常に困難をもたらし
た。そして、少しでも風があ
ると瞬く間に金箔が飛ばされ
たり破れたりする。さらには、
湿度が高いとモルデンテを施
していない部分にも金箔が貼
り付き、錦糸模様にはほど遠
い無残なものになってしまう
のである。 
接着剤の部分以外にも金箔が貼り付いた失敗	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 以上の課題を一つずつ解決し研究を進めたものの、最大の難関がオリジナルに表現
された繊細な筆触をいかに出すかであった。上述したモルデンテではリンシードオイ
ルの粘性が高く、どうしても鈍い筆触しか出せないのである。これに関しては、技巧
的な問題も当然考えられるが、それ以上に筆ののびがまったく出せないのである。 
	 そこでもう一度チェンニーニの『絵画術の書』を精読したところ、ニンニクによる
モルデンテ（以後、水性モルデンテ）の手法が述べられていた。これはニンニクをす
り潰したものを麻布で濾し、それにボーロを混入して火にかけたものである。この水
性モルデンテは前者のリンシードオイルによるモルデンテ（以後、油性モルデンテ）
に比べると水に弱く耐久性に欠けるとのことであった。また、油性モルデンテは金箔
を貼るタイミングがかなり難しく、早すぎれば滲みが生じ、遅すぎれば接着できない。
一方の水性のものに関しては、モルデンテで描いた後はすぐに施そうが長時間おこう
が、いつでも金箔を置くことができると記述されていた。 
	 半信半疑で水性モルデンテによる実験を試みたところ、案の定、水性モルデンテを
施してすぐに金箔を貼ろうとしても接着力が失われ、貼ることは不可能であった。再
び暗礁に乗り上げ、文献を頼りに調査をしたところ、『絵画術の書』の板絵テンペラ
による金箔の貼りの箇所と、1730 年代前半に成立したとされる東方正教会の絵画指南
書『ディオニシオスのエルミニア』（金沢美術工芸大学美術工芸研究所、1999）に、
金箔を貼る前にモルデンテに「少し息を吹きかける」との記述を見つけた。その方法
を採用したところ、オリジナルの筆触にかなり近い金彩装飾が実現することができた。
しかし、その息を吹きかける方法もかなりの技術が必要で、一呼吸吹きかけるだけで
は金箔は所々にしか貼ることはできず、だからといってしつこく吹きかけてしまうと
余計なところにまで金箔が接着してしまう。二呼吸がほどよい具合で金箔が接着した
のであった。これはほんとうに感覚的な熟達した職人技が必要となる。 
オリジナルにおける金彩装飾（繊細な筆触が確認できる）	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 本研究では現在のところ、チェンニーニが述べる金彩の技法における二つのモルデ
ンテのうち、『聖十字架物語』に導入されたものは、金彩模様の繊細な筆触表現を可
能にする水性モルデンテの方が有効であると結論づけている。 
（江藤	 望） 
 
 
現地にてオリジナル作品を前にしておこなった実証実験	 
 
